
第 3回 湯沢温泉通り歩行者空間創出社会実験協議会 次第 

 

日時：令和 8年 7 月 21日（月）9：30〜 

会場：湯沢町役場 3階 大会議室 

 

 

１． あいさつ 

 

 

２． 議事 

 

（1）ワークショップの開催状況について  

①第１回  資料 1 

 開催日：令和 7年 11月 5、6日（全 4回） 

 参加人数：32人 

②第 2回  資料 2 

 開催日：令和 8年 5月 27日（全 3回） 

 参加人数：8名 

 

 （2）ワークショップを踏まえた実験の実施内容について 

 資料 3 資料 4 

 

 

３．その他 



・ 「 湯 沢 町 ら し い 」 街 並 み が 思 い 浮
か ば な い

・ 街 並 み に 魅 力 が な い
・ 人 が 出 歩 い て い な い

・ 新 し い 建 物 と 歴 史 あ る 建 物 が 混 在
し た 個 性 を 活 か す

・ 統 一 感 の あ る 整 備 を 行 う （ 色 ・ 外
観 を 統 一 、 提 灯 の 設 置 等 ）

温泉通りの未来を考える
ワークショップを開催しました！

ゆざわ

まちづくりニュースレター

今後の予定

ワークショップで出た主なご意見

問合せ先 湯沢町 企画産業観光部 企画観光課（TEL：025-784-4850）

温泉通りのあり方に関する検討とは？

・湯沢町では、将来にわたり住みやすく魅力ある温泉通りであり続
けるために、温泉通りのあり方について検討を進めています。

・検討にあたっては、協議会だけで完結するのではなく、町民の皆
さまと温泉通りについて意見交換を行う場が必要であると考え 、
下記のワークショップ ※を開催しました。

※ワークショップとは：あるテーマについて現状や課題を共有し、
解決策を話し合う場を通じて、関係者間での共通認識の形成やよ
り良い解決策の創出などを目指すものです。

・引き続き、町民の皆さまと議論を重ねていきながら実証実験等
の検討を進めてまいります。

・検討の過程は適宜、湯沢町 H P や公式 L I N E 、ニュースレター等
でお知らせをする予定です。

・湯沢町では、将来にわたり住み

やすく魅力あるまちの実現を目

指しています。

・その取り組みの一環として、町

民の皆さまが安心して街なかを

移 動 で き 、 観 光 客 の 皆 さ ま が

「湯沢に来て良かった」と感じ

られる空間をつくるため、「移

動」や「滞在」の視点から社会

実験等 ※を行 い 、 試行を重 ねな

がら今後のあり方を検討してい

きます。

・日 時（全４回）

① 2 0 2 5 年 1 1 月 5 日 1 5 時 / 1 9 時

② 2 0 2 5 年 1 1 月 6 日 1 5 時 / 1 9 時

・参加された皆さま（計 3 2 名）

滝 沢 町 内 会 ６ 名 （ ２ 名 ） 西 中 町 内 会 2 3 名 （ 1 5 名 ）

西 山 町 内 会 ３ 名 （ ３ 名 ）

※ （ ） 内 は 事 業 者 （ 店 舗 兼 居 住 も 含 む ） の 数

・テーマ

ワ ー ク シ ョ ッ プ の 開 催 概 要

・ 冬 以 外 の 観 光 資 源 が 乏 し い
・ 駅 と 旅 館 で 需 要 が 完 結 し て し ま う
・ 昼 は 営 業 し て い る 飲 食 店 が 少 な い
・ 夜 は 予 約 で 入 れ な い た め 、 コ ン ビ

ニ で 食 事 を 調 達 す る 観 光 客 も い る

・ 路 上 駐 車 が 多 い
・ 駐 車 場 が 足 り な い
・ 交 通 量 が 多 い
・ 通 過 交 通 と 歩 行 者 の 交 錯 が 危 険
・ 通 行 止 め は 工 夫 が 必 要 （ 時 間 帯 、

許 可 車 両 、 迂 回 路 等 、 生 活 ・ 業 務 に
支 障 が で な い よ う 配 慮 等 ）

・ ト ゥ ク ト ゥ ク が 非 常 に よ か っ た
・ 新 幹 線 の 駅 が 近 い

・ 冬 は 今 の ま ま で も 賑 わ っ て い る
・ ス キ ー や ホ テ ル の 送 迎 バ ス 、 観 光

客 の 車 で 混 雑 す る
・ 除 雪 が 大 変 、 歩 く の が 困 難

・ 冬 以 外 に イ ベ ン ト （ は し ご 酒 、 ナ

イ ト マ ル シ ェ 等 ） を 実 施
・ 駅 か ら 温 泉 通 り に 人 を 誘 導
・ 飲 食 店 を 誘 致 （ ご み 問 題 に 配 慮 ）

・ 営 業 時 間 の 情 報 発 信 を 強 化

・ 歩 き や す く 、 生 活 ・ 業 務 に 支 障 の
な い 温 泉 通 り を 目 指 す

・ 駐 車 場 を 整 備 す る
・ 駐 車 場 が 少 な い こ と を 逆 手 に 取 り 、

車 両 の 進 入 を 制 限 す る
・ 住 民 や 業 者 以 外 の 車 両 を 進 入 制 限
・ 歩 き た く な る 歩 道 整 備 と 路 駐 し に

く い 道 路 を 両 立 （ 歩 道 を 石 畳 に す
る 、 デ ザ イ ン に 配 慮 し た 三 角 コ ー ン
や 花 壇 の 設 置 等 ）

・ 冬 以 外 や 閑 散 期 に 取 組 を 実 施
・ ス キ ー や ホ テ ル の 送 迎 バ ス の 統 合
・ ロ ー ド ヒ ー テ ィ ン グ の 整 備・温泉通りの現状・課題について考える

・温泉通りをより良くするためのアイデアについて考える

現 状 ・ 課 題 ア イ デ ア

▲ 話 し 合 い の 様 子 ▲ と り ま と め 結 果 の 一 例

街
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道

路
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・

交

通

冬

季

「将来にわたり住みやすく魅力ある温泉通りであり続けるためには？」

▲ ワ ー ク シ ョ ッ プ の 様 子

▲ 魅 力 あ る 観 光 地 の イ メ ー ジ 図 （ 例 ）

※ 国 土 交 通 省 所 管 道 路 に 関 す る 新 た な 取 組 の 現 地 実 証 実 験 （ 社 会 実 験 ）
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・ グ リ ー ン シ ー ズ ン / こ の 日 程 で あ れ ば 問 題 な い
・ 荷 捌 き 車 両 専 用 の 駐 車 ス ペ ー ス が あ る と よ い
・ 実 験 を や っ て み な い と 分 か ら な い こ と も あ る た め 、 実 験 を 実 施 す る こ と

は 賛 成 。 実 験 が 何 か の ヒ ン ト や き っ か け づ く り に な れ ば 良 い
・ 若 い 人 の 声 を も っ と 取 り 入 れ た い

ゆざわ まちづくりニュースレター 第２号

今後の予定

ワークショップの内容

問合せ先 湯沢町 企画産業観光部 企画観光課（TEL：025-784-4850）

温泉通りの未来を考えるワークショップを
開催しました！

温泉通りのあり方に関する検討とは？

・湯沢町では、将来にわたり住みやすく魅力ある温泉通りであり続
けるために、温泉通りのあり方について検討を進めています。

・検討にあたっては、協議会だけで完結するのではなく、町民の皆
さまと温泉通りについて意見交換を行う場が必要であると考え 、
昨年の 1 １月にワークショップ ※を開催した後、皆さまからのご
意見を踏まえ、２回目のワークショップを開催しました。

※ ワ ー ク シ ョ ッ プ と は ： あ る テ ー マ に つ い て 現 状 や 課 題 を 共 有 し 、 解 決 策 を 話 し 合 う 場 を 通

じ て 、 関 係 者 間 で の 共 通 認 識 の 形 成 や よ り 良 い 解 決 策 の 創 出 な ど を 目 指 す も の で す 。

・引き続き、町民の皆さまや関係者、協議会で議論・調整を重ね
ていきながら社会実験に向けた準備を進めてまいります。

・検討の過程は適宜、湯沢町 H P や公式 L I N E 、ニュースレター等
でお知らせをする予定です。

・湯沢町では、将来にわたり住み
やすく魅力あるまちの実現を目
指しています。

・その取り組みの一環として、町
民の皆さまが安心して街なかを
移 動 で き 、 観 光 客 の 皆 さ ま が
「湯沢に来て良かった」と感じ
られる空間をつくるため、「移
動」や「滞在」の視点から温泉
通りに賑わいをもたらす社会実
験を行い、試行を重ねながら今
後のあり方を検討していきます。

・日 時（全３回）

2 0 2 ６ 年 ５ 月 ２ ６ 日 1 ０ 時 / 1 ４ 時 / １ ８ 時

・参加された皆さま：計８名（ 名）

※ （ ） 内 は 事 業 者 （ 店 舗 兼 居 住 も 含 む ） の 数

・テーマ

ワ ー ク シ ョ ッ プ の 開 催 概 要

・ 湯 沢 全 体 で ま ち づ く り を 考 え る べ き で は な い か
・ ウ ィ ス ラ ー （ カ ナ ダ ） ： 車 を 停 め て 歩 か せ る 工 夫 を 行 っ て い る 街 が 理 想

湯 沢 の 参 考 に な る の で は な い か
・ 温 泉 通 り の 具 体 的 な 課 題 や ビ ジ ョ ン が よ り 明 確 に 整 理 さ れ て い れ ば 、 ア

イ デ ア や 方 針 を 定 め や す い の で は

・ 湯 沢 町 全 体 で 駐 車 場 が 不 足 し て い る
・ 温 泉 通 り で は レ ン タ カ ー の 路 上 駐 車 が 多 い
・ 車 需 要 に 対 し て 駐 車 場 の 供 給 が 追 い 付 い て い な い
・ 温 泉 通 り の 通 過 交 通 が 危 険 に 感 じ る た め 、 通 過 交 通 を 抑 制 し た い

・ 駅 の 中 で 行 動 が 完 結 し て し ま う の で 、 越 後 湯 沢 駅 か ら 温 泉 通 り に い か に
人 を 誘 導 す る か が 課 題

・ 温 泉 通 り の 魅 力 が 少 な い の で 、 食 べ 歩 き ・ テ イ ク ア ウ ト や イ ベ ン ト と の
連 携 、 歩 行 者 が 求 め る 工 夫 が あ る と 良 い の で は

・ 外 湯 め ぐ り を 復 活 し て も い い の で は

・ 前 回 の ワ ー ク シ ョ ッ プ を 踏 ま え て 検 討 し た 社 会 実 験 の 企 画 （ 町 の た
た き 台 ） を も と に 、 社 会 実 験 の 期 間 や 方 法 、 時 間 帯 等 に つ い て 話 し
合 い

町 か ら 提 案 し た 社 会 実 験 の 企 画

主 な ご 意 見

実
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「歩行者空間創出社会実験について話し合い」 ▲ ワ ー ク シ ョ ッ プ の 様 子

▲ 魅 力 あ る 観 光 地 の イ メ ー ジ 図 （ 例 ）

• 期間

2 0 2 6 年 9 月 １ 日 （ 火 ） ～ 2 0 2 6 年 9 月 ８ 日 （ 火 ） の ８ 日 間

• 方法

歩 道 拡 幅 お よ び 車 両 通 行 止 め

• 時間帯

歩 道 拡 幅 ： 毎 日 1 1 時 ～ 2 1 時 （ 2 1 時 ～ 翌 1 1 時 は 2 車 線 確 保 ）

車 両 通 行 止 め ： 木 曜 日 ～ 土 曜 日 の 1 6 時 ～ 2 1 時

※ バ リ ケ ー ド の 設 置 ・ 撤 去 は 町 職 員 や 警 備 員 で 行 い ま す

※ １ 日 に ２ 回 （ 夕 方 と 夜 ） に 町 職 員 で ゴ ミ 拾 い を 行 い ま す

・その他

期 間 中 、 実 験 区 間 で イ ベ ン ト 開 催 を 検 討 中
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令和 8年 7月 21日 湯沢温泉通り歩行者空間創出実証実験協議会 
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ワークショップを踏まえた実験概要 

 

【期  間】 

9月 1日（火）～9月 8日（火） 

【時  間】 

11時～21時 

【交通規制】 

①車両通行止め…3日、4日、5日の 16時～21時 

 ※許可車両のみ通行 

②歩道拡幅…期間中の 11時～21時 

 ※双方向通行。大型車とすれ違う場合は荷捌きスペースに退避 

【そ の 他】 

①車両通行止め中や歩道拡幅区間にはテーブルやイスを設置し、 

歩行者が自由に利用できるようにする 

②規制時間外は、バリケードやテーブル等は撤去する 

③バリケード等の設置・撤去は警備員や町職員で行う 

④1日 3回程度、町職員でゴミ拾いを行う 

⑤9月 5日に出歩き促進のためのイベントを行う（料飲店組合に協力 

要請 

⑥交通量抑制のために、実験区間に近づかないよう広域でのう回路 

を設定し案内する 
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1.1.1. 実験区間 

図．現地状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特定日時のみ 
それ以外の時間帯は 
歩道拡幅 



令和 8年 7月 21日 湯沢温泉通り歩行者空間創出実証実験協議会 
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1.1.2. 歩行空間のレイアウト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●歩行者空間には、テーブル・椅子を配置 

●荷捌きスペース兼待避所を 5か所設置（当初よりも増設） 

●消火栓、消防倉庫の半径 5ｍ以内には、待避所・物品等の配置

は避ける 

●移動しやすいポストコーンで空間を分ける 

おかめ 

保よし 

味楽庵 

寄り道 

一二三 雪国館 
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●歩行者空間には、テーブル・椅子を配置 

●荷捌きスペース兼待避所を 5か所設置（当初よりも増設） 

●消火栓、消防倉庫の半径 5ｍ以内には、待避所・物品等の配置

は避ける 

●移動しやすいポストコーンで空間を分ける 

●通行止め区間内は、「許可車両」のみ通行可能とする。 

●通行止め区間内は、緊急車両の通行に支障が生じないよう、幅

員 3mを確保し、この範囲には設備等を設置しない。 

通行止め区間 

おかめ 

雪国館 

味楽庵 

寄り道 

一二三 

保よし 



令和 8年 7月 21日 湯沢温泉通り歩行者空間創出実証実験協議会 
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1.1.3. 誘導員の配置および規制区間周辺の交通規制 
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1.2. 実験期間中の交通案内 
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●歩行者空間には、テーブル・椅子を配置 

●荷捌きスペース兼待避所を 5か所設置（当初よりも増設） 

●消火栓、消防倉庫の半径 5ｍ以内には、待避所・物品等の配置

は避ける 

●移動しやすいポストコーンで空間を分ける 

おかめ 

保よし 

味楽庵 

寄り道 

一二三 雪国館 
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●歩行者空間には、テーブル・椅子を配置 

●荷捌きスペース兼待避所を 5か所設置（当初よりも増設） 

●消火栓、消防倉庫の半径 5ｍ以内には、待避所・物品等の配置

は避ける 

●移動しやすいポストコーンで空間を分ける 

●通行止め区間内は、「許可車両」のみ通行可能とする。 

●通行止め区間内は、緊急車両の通行に支障が生じないよう、幅

員 3mを確保し、この範囲には設備等を設置しない。 

通行止め区間 

おかめ 

雪国館 

味楽庵 

寄り道 

一二三 

保よし 
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1.1.2. 誘導員の配置および規制区間周辺の交通規制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



和 8年 7月 21日 湯沢温泉通り歩行者空間創出実証実験協議会 

 

5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



和 8年 7月 21日 湯沢温泉通り歩行者空間創出実証実験協議会 

 

6 

 

 

1.2. 実験期間中の交通案内 
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